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2025年 12 月 

土 木 技 術 者 資 格 委 員 会 

土木学会 技術推進機構 

 

土木学会認定土木技術者資格 

資格更新のご案内 

・土木学会認定土木技術者資格認定証の有効期間は５年間です。 

・有効期間満了後もその資格を維持するためには、資格更新の申請

が必要です。 

・本書をご覧いただき、手続きをお願いいたします。 
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〔更新にあたっての留意点〕 

 

１．特別上級土木技術者の 2回目以降の更新に必要な CPD単位の軽減措置 

特別上級技術者資格を取得されている方につきましては、2020 年度から、

2 回目以降の更新手続きの際に証明が必要な CPD 単位数を 150 単位としてい

ます。なお、今回が初めて（1 回目）の更新の方（2019 年度の特別上級合格

者・2020年度登録者）は、従来どおり 250単位の証明が必要ですのでご注意

ください。 

 

２．定期ステータスチェックの休止 

土木技術者資格認定者で、土木学会 CPDシステムを利用されている方を対象

として、定期ステータスチェックを実施しておりましたが、休止いたします。

有償の単位認定申請をお申込みください。 
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土木学会認定土木技術者 資格更新手続きについて 

 

 

１．手続きの流れ 

全体の手順は以下の通りです。詳細は、以降の各項目をご確認の上、手続きをお願

いいたします。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．対象者 

認定証に記載されている有効期限が  2026 年 3 月 31日  までの方 

 

３．申請受付期間 

申請受付期間：2025年 12 月 1 日(月) ～ 2026 年 2 月 27日(金)  

上記期間内に申請・支払が完了し、審査も完了した方には 3月末に認定証を発送 

予定です。 

諸事情により期間内に申請ができない場合は、申請準備が整い次第、速やかにご

申請ください。2026年 6月 30日(火)まで更新申請を受け付けます。ただし、3/1以

降の申請は、認定証送付に 1か月半ほどかかります。予めご了承ください。 

2026年 7月 1日(水)以降は次に挙げる特別な事由を除き申請を受け付けることがで

きませんのでご注意ください。 

(1)事故または病気、(2)海外出張あるいは駐在 

 

資格更新のための審査 

資格更新のための認定 

 

更新要件確認(P.4) 

12～2 月 

単位認定申請→250 単位以上 

更新申請方法(P.5) 

2026 年 2 月 27 日まで 

(1)資格更新申請書 

(2)更新料振込票(コピー) 

(3)CPD 証明書(必要な場合のみ) 

土木学会 資格更新対象者 

更新のご案内を送信 

2025 年 11 月 

このご案内です。 

認定証の発行と郵送 

3 月末 

2/27 までに申請・支払を完

了し、審査が完了した方が

対象 登録の自宅住所へお届け 

①  

②  

③  

④  
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４．更新審査料 

更新審査料は次表のとおりです。支払時にかかる手数料等はご負担いただきます

ようお願いいたします。 

（1）審査料                ※金額は税込（2019 年 10月改定） 

資格名 
更新審査料 

一般 会員 

特別上級土木技術者 33,000円（税込） 20,900円（税込） 

上級土木技術者 23,100円（税込） 14,300円（税込） 

１級土木技術者 17,600円（税込）  9,900円（税込） 

2級土木技術者 6,600円（税込） 5,500 円（税込） 

（2）送金先 

【ゆうちょ銀行または郵便局「払込取扱票」で振り込む場合】 

・記 号 番 号 ： ００１２０－９－６６４５５９ 

・口 座 名 義 ： 公益社団法人 土木学会 技術推進機構 

 

【ゆうちょ銀行以外の金融機関から振り込む場合】 

・銀  行  名  ： ゆうちょ銀行  支店名:〇一九
ゼロイチキュウ

店 

・口 座 種 類 ： 当座預金  口座番号:０６６４５５９ 

・口 座 名 義 ： 公益社団法人 土木学会 技術推進機構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．更新要件 

（1）更新の要件（CPD単位の取得） 

各資格の更新には、資格認定証の有効期間内（2021 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月

31日）に 250単位以上の CPD認定単位を取得していることが必要です。 

ただし、特別上級技術者資格を取得されている方で、2回目以降の更新の場合は、

150単位以上の CPD 認定単位で更新できます。（2020年度改訂） 

（2）CPD単位取得の証明 

・土木学会 CPDシステムを利用されている場合 

単位登録が終わりましたら、単位認定申請（有料）をお申込みください。単位認定

※郵便局「払込取扱票」を利用する際のお願い 

通信欄等に、必ず「資格更新審査料」と明記

の上、「認定証番号」「氏名」を記載してくだ

さい。 

（記入例） 

資格更新審査料 

EP01234 

土木 太郎 
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が完了した旨のメールが届いたら、取得認定単位数を確認のうえ、更新申請してくだ

さい。土木学会 CPD システムのみで有効期間内の CPD 認定単位数が更新要件（250 単

位以上）を満たしている場合、CPD単位取得の証明書類の提出は不要です。 

 

※土木学会 CPDシステム単位利用手順

（https://committees.jsce.or.jp/opcet/node/226） 

 

※土木学会個人会員は、土木学会 CPDシステムを利用できます。また、土木学会非会
員の方でも CPD登録メンバーへの申込（有料）により、土木学会 CPDシステムを利用
できます。詳しくは「土木学会 CPD制度」ホームページをご参照ください。 
（http://committees.jsce.or.jp/opcet/cpd） 

 

・他団体の CPD制度実施機関の CPD制度を利用されている場合 

ご利用の団体が発行する「CPD単位取得を証明する書類」の提出が必要です。様式は、

各機関の個々の様式によるものとします。複数団体の証明書の単位数を合算可能ですが、

証明期間が重複しないようご注意ください。 

 

６．申請に必要な書類 

(1) 更新審査料の郵便振替払込受領証の写し、またはそれに代わる写し【必須】 

(2) CPD単位取得を証明する書類【必要な方のみ】 

（土木学会の CPDシステムで、すべての単位を認定取得した方は、提出不要） 

 

 

 

(1)は必須、必要な方は(2)も揃え、下記の「資格更新申請フォーム」から申請を

お願いします。 

 

申請フォーム： https://committees.jsce.or.jp/opcet/form_koushin 

 

https://committees.jsce.or.jp/opcet/node/226
http://committees.jsce.or.jp/opcet/cpd
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フォームからの申請ができない方は、従来通りメール添付、または郵送も可能で

す。メール添付または郵送の場合、以下の書類も必要になりますので、ご注意く

ださい。 

(3) 資格更新申請書（様式－１）【必須】 

 

電子メール添付の場合： 

 電子メールに必要書類を添付の上、下記メールアドレスに送信してください。 

提出先メールアドレス ： opcet-inquiry@jsce.or.jp 

 電子メールの件名   ： 【資格更新】（認定番号）氏名 [例：【資格更新】SP00000 土木太郎] 

 電子メールの宛名   ： 土木学会技術推進機構 

              資格更新受付係 

郵送の場合：  

下記住所に申請書類一式をご郵送ください。 

〒160-0004 東京都新宿区四谷１丁目 外濠公園内 

土木学会技術推進機構 資格更新受付係 

 

７．問合せ先 

更新手続きについてご不明な点は、下記メールアドレスまでお問合せください。 

 

【 資格更新制度に関する問合せ先 】 

E-mail： opcet-inquiry@jsce.or.jp （資格更新担当宛） 

【 CPDシステム、単位認定申請に関する問合せ先 】 

E-mail： opcet-cpd@jsce.or.jp （CPD担当宛） 

  

mailto:opcet-inquiry@jsce.or.jp
mailto:opcet-cpd@jsce.or.jp
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〔更新手続きに関する Q&A〕 

１．手続き方法 

Q1 2026 年 3 月 31 日までに申請書類が送付できない場合は、資格は失効す

るのか？ 

A1 2026年4月1日以降も2026年6月 30日までは申請書類を受け付けます。 

Q2 １級土木技術者資格の更新案内が届いたが、上級資格を持っている。１

級も更新する必要があるのか？ 

A2 1 級と上級は別々の資格です。それぞれに更新手続きが必要です。下位

の資格を継続して所有、更新するかは、ご自身でご判断ください。 

Q3 病気療養で 1 年間入院しており、更新申請ができなかった。 

A3 事故または病気、海外出張あるいは駐在などの特別な事由により認定更

新が出来ない場合は、その理由を証明する書類を添えることで申請期間

外でも受け付けます。 

２．ＣＰＤ関連 

Q4 土木学会以外の組織（例：建設コンサルタンツ協会、日本技術士会）が

発行する CPD 証明書で資格更新の手続きはできるのか？ 

A4 可能です。ただし、証明書の対象期間が認定証有効期間内であり、250

単位以上であることが必要です。（特別上級は更新 2回目以降の方は 150

単位以上） 

Q5 他の組織が発行する CPD証明書と、土木学会の CPD証明書を合算して 250

単位とし、資格更新できるのか？ 

A5 可能です。ただし、証明書の「期間」が重複しないようご注意ください。 

Q6 認定証有効期間内で 250 単位が取得できていない。有効期間外の単位を

加えて資格更新できるのか？ 

A6 認定証有効期間外の CPD 単位は、資格更新に必要な単位として加えるこ

とはできません。 

Q7 5 年前に特別上級技術者資格を取得し、今回が初めての更新である。更

新に必要なのは、150単位でよいか？ 

A7 いいえ。1回目の更新には 250単位が必要です。150単位で更新が可能な

のは、更新が 2回目以降の方です。 

３．その他 

Q8 更新手続き以降に、自宅住所または勤務先が変更になった。 

A8 必ず土木学会技術推進機構「土木学会認定土木技術者資格制度」HPの連

絡先変更フォームから変更後の情報をお知らせください。 

※土木学会会員様の場合、 資格用の登録データと学会会員データは同期してい

ませんので、 変更がある場合はそれぞれ申請をお願いいたします。 
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   【 連絡先変更フォーム 】 

URL： https://committees.jsce.or.jp/opcet/form 

 

Q9 更新料の領収書はもらえるか？ 

A9 領収書が必要な場合は、申請フォーム内の「領収書希望」欄よりお知ら

せください。なお、領収書の発行は更新内容の審査が完了次第、随時対

応（メール送付）となります。また、領収書の宛名は資格更新をする個

人名のみとなりますので、ご了承ください。 

https://committees.jsce.or.jp/opcet/form

